
大

陸
（
北

支
）
　 

回

想
（
北
支
春
二
部
隊
）
　 

埼
玉
県
　
加
藤
一
夫
　 

私
は
昭
和
十
七
年
一
月
十
日
、
東
京
赤
坂
の
近
衛
歩
兵
第
三

連
隊
へ
現
役
徴
集
兵
と
し
て
入
隊
し
ま
し
た
。
私
の
軍
歴
は
大

略
左
記
の
と
お
り
で
す
。

一
、
昭
和
十
七
年
二
月
、
北
支
馬
干
村
後
沢
隊
入
隊
。

二
、
十
七
年
徴
集
兵
の
教
育
助
手
被
命
（
広
宗
県
）

。

三
、
迫
撃
砲
教
育
を
受
け
る
（
教
官
　
佐
藤
信
敬
中
尉
）。

四
、
春
兵
団
工
兵
隊
へ
工
兵
的
教
育
に
派
遣
さ
る
。

五
、
他
部
隊
へ
「
柾
分
隊
」
に
属
し
臨
時
配
属
（
邯
■
方

面
）

。

六
、
装
甲
列
章
警
備
（
十
八
年
六
月
頃
約
一
週
間
位
）
よ
く
、

四
中
隊
の
員
数
外
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

七
、
秦
皇
島
へ
移
動
、
極
兵
団
よ
り
引
継
第
一
回
の
上
番
衛

兵
歩
■
掛
。（
七
月
十
日
付
陸
軍
兵
長
進
級
）

。

八
、
給
与
掛
、
岩
田
伍
長
の
後
任
、
討
伐
、
衛
兵
、
多
忙
。

九
、
関
東
軍
実
戦
教
育
に
路
上
斥
候
と
し
て
参
戦
。
柴
田
隊

長
伝
令
高
橋
一
隆
上
等
兵
と
加
藤
と
関
東
軍
の
兵
一
名

と
の
三
名
で
数
回
。

敵
兵
二
千
、
激
戦
。
高
橋
上
等
兵
と
二
人
で
敵
兵
三
百

の
高
地
を
先
制
攻
撃
占
領
し
、
一
個
連
隊
の
危
機
を
救

う
。
武
功
章
に
縁
な
く
残
念
。（
鉄
帽
に
敵
弾
あ
た
り
、

成
田
山
の
木
札
の
お
守
り
が
割
れ
た
）

。

十
、
ソ
連
参
戦
時
古
北
口
。
北
方
の
小
■
分
隊
長
。

十
一
、
二
十
年
十
一
月
、
石
匣
鎮
の
激
戦
配
属
重
機
の
援
護



分
隊
長
と
し
て
三
日
間
戦
闘
に
参
加
。
奇
跡
的
に
も
四

年
間
無
傷
、
入
室
入
院
な
し
。
多
謝
。

私
の
入
営
当
時
の
家
族
構
成
は
、

父
　
　
健
　
　
　
町
役
場
吏
員
　
　
出
征
中

母
　
　
〃

本
人
　
〃
長
男
　
東
京
電
灯KK

社
員

次
弟
　
〃
　
　
　
　
　
〃
　
　
〃

末
弟
　
〃
　
　
　
学
生

次
妹
　
〃
　
　
　
女
学
生

末
妹
　
〃
　
　
　
小
学
生

父
の
関
係
で
戦
地
よ
り
留
守
宅
送
金
あ
り
。

生
活
不
安
な
し
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
で
、
ち
ょ
う
ど
内
地
は
大
東
亜
戦
争
開

戦
直
後
の
緒
戦
の
大
勝
利
で
沸
き
立
つ
状
況
で
あ
り
ま
し
た
。

第
一
乙
種
合
格
の
私
は
町
内
二
十
人
以
上
の
壮
丁
と
共
に
駅

ま
で
行
進
し
、
歓
呼
の
声
に
送
ら
れ
て
尽
忠
報
国
の
決
意
を
よ

り
固
め
、
列
車
で
上
京
、
近
歩
第
三
連
隊
佐
藤
隊
へ
勇
躍
入
隊

し
ま
し
た
。

昭
和
十
七
年
一
月
二
十
日
、
赤
坂
の
部
隊
出
発
、
品
川
ま
で

行
軍
、
列
車
輸
送
に
よ
り
広
島
ま
で
、
さ
ら
に
宇
品
よ
り
乗
船

し
て
釜
山
へ
、
再
び
列
車
に
よ
り
奉
天
、
山
海
関
（
二
月

早
々
）
経
由
北
支
晋
県
で
下
車
し
ま
し
た
。
石
徳
線
（
石
家

荘
～
徳
州
）
の
石
家
荘
東
方
の
晋
県
で
す
。
列
車
よ
り
降
り
て

さ
ら
に
東
方
十
キ
ロ
の
馬
干
ま
で
駆
け
足
で
し
た
。

転
属
先
は
春
二
部
隊
第
四
中
隊
（
北
支
派
遣
　
独
立
混
成
第

八
旅
団
独
歩
第
三
二
大
隊
第
四
中
隊
）
で
あ
り
ま
す
。

初
年
兵
と
し
て
馬
干
に
到
着
し
た
夜
は
、
早
速
敵
兵
の
歓
迎

行
事
と
し
て
の
夜
襲
を
受
け
た
。
パ
ン
パ
ン
と
銃
弾
の
洗
礼
に

は
、
心
強
い
先
輩
古
兵
の
指
導
の
も
と
に
一
兵
の
損
害
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
あ
あ
、
野
戦
へ
来
た
ん
だ
。
頑
張
ら
ね

ば
」
と
の
覚
悟
を
新
た
に
し
、
緊
張
も
ま
た
一
入
で
あ
っ
た
。

初
年
兵
教
育
の
掟
と
し
て
、
曹
長
は
「
兵
は
叩
い
て
鍛
え

よ
」
と
の
方
針
で
、
も
う
徹
底
的
に
鉄
拳
制
裁
を
受
け
、
一
日

に
何
十
回
も
殴
ら
れ
た
。
今
思
え
ば
よ
く
耐
え
忍
ん
だ
も
の
と

ぞ
っ
と
す
る
（
次
年
度
兵
よ
り
制
裁
禁
止
と
な
っ
た
）

。

こ
う
し
て
毎
日
毎
日
叩
か
れ
叩
か
れ
て
自
殺
を
何
回
も
考
え

た
程
苦
し
み
つ
つ
、
初
年
兵
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
三
月
に
は

部
隊
移
動
で
広
宗
へ
移
り
、
そ
の
間
討
伐
も
よ
く
あ
り
、
教
官



が
負
傷
し
た
こ
と
も
あ
り
、
教
育
と
実
戦
が
否
応
な
し
に
渾
然

一
体
と
な
り
、
野
戦
第
一
線
部
隊
な
ら
で
は
の
初
年
兵
生
活
を

過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
期
間
特
に
辛
か
っ
た
思
い
出
を
述
べ
ま

す
。北

支
で
は
独
特
の
黄
砂
現
象
が
あ
り
ま
す
。
西
方
の
砂
漠
の

細
か
い
砂
が
強
い
西
風
に
■
ら
れ
て
黄
塵
万
丈
そ
の
も
の
で
、

眼
も
口
も
開
け
ら
れ
ず
、
ま
る
で
黄
粉
に
ま
ぶ
れ
た
よ
う
に
な

り
ま
す
。
教
育
、
演
習
、
討
伐
か
ら
帰
隊
す
る
と
、
わ
れ
わ
れ

初
年
兵
は
わ
れ
先
に
と
奪
い
合
っ
て
班
長
、
助
手
の
小
銃
を
貰

い
、
帯
皮
を
貰
い
、
巻
脚
絆
を
解
き
、
軍
衣
袴
の
ほ
こ
り
を
払

い
、「
御
苦
労
様
で
し
た
。
お
疲
れ
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
は
班

内
へ
帰
っ
て
貰
い
ま
す
。
こ
の
模
様
は
全
国
一
律
の
麗
し
い
情

景
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
班
長
や
助
手
は
楽
で
よ
ろ
し
い
が
、
初
年
兵
は
も

う
大
変
で
あ
る
。
上
級
者
の
兵
器
、
被
服
の
手
入
、
食
事
、
洗

濯
と
自
分
の
こ
と
ま
で
は
手
が
廻
ら
ぬ
超
多
忙
を
極
め
る
。
そ

の
た
め
時
と
し
て
兵
器
、
被
服
の
手
入
れ
な
ど
に
落
ち
度
が
出

て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
私
が
一
度
小
銃
の
手
入
れ
に
不
都
合
が

あ
り
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
黄
砂
に
出
会
っ
て
帰
隊
、
上
級
者
の
分
を
先
に
や

り
、

そ
の
後
自
分
の
兵
器
等
の
手
入
れ
を
終
わ
っ
た
際
で
し
た
。

突
然
班
長
が
来
ら
れ
て
、
班
員
の
銃
の
検
査
を
始
め
ま
し
た
。

運
悪
く
私
の
銃
の
黄
砂
が
一
部
拭
き
残
っ
て
い
る
の
が
発
見
さ

れ
、
銃
を
班
長
室
へ
取
り
上
げ
て
私
に
返
し
て
呉
れ
ま
せ
ん
。

私
は
も
う
大
変
な
こ
と
に
な
り
心
か
ら
お
詫
び
を
し
ま
し
た
が
、

班
長
は
一
向
に
聞
き
入
れ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
上
等
兵
、
古
兵
か

ら
気
合
を
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
く
、
私
は
到
頭

泣
き
な
が
ら
謝
っ
た
こ
と
で
す
。
で
も
聞
き
入
れ
て
呉
れ
ま
せ

ん
。二

日
間
食
事
も
と
ら
ず
、
一
生
懸
命
に
謝
り
続
け
ま
し
た
。

し
ま
い
に
は
も
う
、
ど
う
し
て
よ
い
か
判
ら
ず
、
自
殺
も
考
え

始
め
ま
し
た
。
憎
い
班
長
を
殺
し
て
自
分
も
死
ん
で
や
ろ
う
。

物
騒
な
考
え
で
す
。
ま
た
短
い
人
生
の
生
活
の
一
駒
一
駒
が
と

く
に
入
営
時
の
家
族
の
、
町
長
の
、
会
杜
の
上
役
の
激
励
の
様

子
等
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
。
食
事
も
と
っ
て

い
な
い
の
で
、
も
う
瀕
死
の
状
態
で
正
常
な
判
断
力
も
な
い
時

点
で
し
た
。

お
隣
の
班
長
の
仲
介
で
や
っ
と
許
し
て
貰
い
ま
し
た
。
私
の



軍
隊
生
活
で
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
辛
い
辛
い
思
い
出
で
す
。

自
殺
も
考
え
た
位
で
す
。
訓
練
、
行
軍
、
そ
の
他
何
で
も
来
い

で
、
こ
の
面
で
の
苦
労
は
な
か
っ
た
。
元
気
一
杯
、
真
面
目
に

頑
張
っ
た
の
で
進
級
の
度
毎
に
、
七
個
中
隊
を
通
じ
て
常
に
序

列
一
番
で
貫
き
通
し
、
終
戦
時
は
軍
曹
で
し
た
。
と
に
か
く
負

け
ず
嫌
い
で
努
力
を
す
る
。
人
生
こ
れ
し
か
な
い
。

『
河
北
の
邦
人
四
十
万
人
を
守
っ
た
春
兵
団
の
誇
り
』

こ
れ
は
春
兵
団
の
将
兵
以
外
は
知
ら
な
い
し
、
ま
た
兵
団
の

戦
史
に
も
ほ
と
ん
ど
記
録
さ
れ
て
い
な
い
、
国
民
も
知
ら
ぬ
輝

か
し
い
兵
団
の
功
績
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
一
生
涯
の
誇
り
で
あ

る
。
即
ち
春
兵
団
の
最
大
の
努
力
に
よ
り
北
京
、
天
津
地
区
に

お
い
て
満
州
の
よ
う
な
悲
劇
が
避
け
ら
れ
た
。
あ
る
い
は
長
城

線
に
散
り
、
あ
る
い
は
遠
く
モ
ン
ゴ
ル
の
地
に
眠
る
春
兵
団
将

兵
の
御
魂
に
捧
げ
る
。

支
那
派
遣
軍
は
、
概
し
て
中
共
軍
に
対
し
て
は
強
硬
で
あ
っ

た
が
、
ソ
連
軍
に
対
し
て
は
態
度
が
動
揺
し
て
い
た
と
い
っ
て

よ
い
。

現
地
の
事
情
に
う
と
い
大
本
営
の
「
即
時
停
戦
、
武
装
解
除

受
諾
」
の
命
令
（
八
月
十
八
日
付
、
大
陸
命
第
一
三
八
五
号
）

に
従
い
、
十
九
日
午
後
一
時
三
十
分
、
北
支
那
方
面
軍
司
令
官

に
対
し
て
「
ソ
連
が
蒙
彊
方
面
に
突
進
す
る
に
当
た
り
て
は
、

戦
闘
行
動
を
停
止
し
、
適
宜
局
地
停
戦
交
渉
及
び
武
器
引
渡
し

等
を
実
施
す
べ
し
。
な
ほ
状
況
之
を
許
せ
ば
、
予
め
軍
官
民
を

京
津
（
北
京
、
天
津
）
地
区
に
撤
収
す
る
に
努
め
る
べ
し
」
と

命
令
を
下
し
た
。

北
支
方
面
軍
の
対
ソ
連
防
衛
は
昭
和
十
七
年
以
来
も
っ
ぱ
ら

内
蒙
古
の
防
衛
が
主
体
で
張
家
口
前
面
の
長
城
線
に
陣
地
を
構

築
し
た
。
古
北
口
、
山
海
関
方
面
は
も
っ
ぱ
ら
精
鋭
関
東
軍
の

守
備
範
囲
で
あ
る
。

北
支
軍
と
し
て
は
、

対
ソ
防
衛
な
ど
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
。

八
月
十
三
日
に
は
熱
河
省
防
衛
を
主
体
と
す
る
関
東
軍
西
正

面
方
面
軍
司
令
官
は
、
ハ
ル
ピ
ン
～
大
連
の
鉄
道
沿
線
に
総
退

却
の
命
令
を
下
達
し
た
の
で
す
。

当
然
、
北
京
、
天
津
の
対
ソ
防
衛
の
重
点
は
最
短
距
離
に
あ

る
、
古
北
口
に
指
向
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。
し
か
し
、

春
兵
団
が
古
北
口
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
終
戦
わ
ず
か
半
月

前
で
、
関
東
軍
は
す
で
に
撤
退
し
た
後
だ
っ
た
の
で
す
。

八
月
二
十
一
日
古
北
口
に
於
け
る
千
百
八
十
三
名
の
抑
留
者
、



こ
の
尊
い
犠
牲
に
よ
っ
て
、
ソ
連
軍
の
北
京
東
方
よ
り
の
進
出

を
阻
止
し
、
ま
た
春
三
部
隊
配
属
の
響
兵
団
（
独
立
混
成
第
二

旅
団
）
の
張
家
口
で
の
戦
闘
に
よ
っ
て
、
北
京
西
北
方
よ
り
の

進
出
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
す
。

河
北
在
留
の
邦
人
四
十
万
人
の
生
命
を
守
り
、
満
州
に
お
け

る
よ
う
な
孤
児
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
得
た
こ
と
を
春
兵
団

の
一
員
と
し
て
誇
り
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
陰
に
は
古
北

口
で
千
百
三
十
八
名
と
い
う
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
抑
留
者
、
春
二
部

隊
の
八
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
石
匣
鎮
の
戦
闘
で
約
五
十
名
、

春
三
部
隊
の
八
月
二
十
一
日
張
家
口
で
約
五
十
名
と
い
う
戦
死

傷
を
含
め
て
約
百
名
に
及
ぶ
尊
い
犠
牲
者
の
あ
る
こ
と
を
忘
れ

る
こ
と
は
出
来
な
い
。

『
石
匣
鎮
の
戦
闘
』

終
戦
後
日
本
軍
の
武
装
解
除
は
国
府
軍
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

予
定
で
あ
っ
た
。

終
戦
と
同
時
に
満
州
国
を
制
圧
し
た
ソ
連
軍
の
先
鋒
部
隊
ソ

蒙
軍
（
戦
車
を
含
む
）
は
、
数
日
後
に
は
春
兵
団
警
備
地
の
万

里
の
長
城
線
古
北
口
に
到
着
し
た
。
我
が
軍
の
無
抵
抗
を
幸
い

に
一
気
に
大
隊
本
部
で
あ
る
石
匣
鎮
ま
で
追
撃
し
て
来
て
、
城

壁
を
包
囲
し
武
装
解
除
を
再
三
迫
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
こ
う
し
た
協
定
違
反
に
応
ず
る
こ
と
の
不
可
能
を
伝
え
一
戦

を
交
え
る
構
え
を
決
意
し
た
。
た
ま
た
ま
期
を
一
に
し
て
師
団

よ
り
戦
車
隊
の
応
援
が
到
着
し
、
我
が
方
の
意
気
盛
ん
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
ソ
蒙
軍
は
包
囲
網
を
解
き
古
北
口
に
退
き
、

こ
こ
に
お
い
て
応
対
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
約
三
か
月
が

過
ぎ
て
国
府
軍
の
到
着
も
間
近
い
秋
深
い
日
の
出
来
事
で
あ
っ

た
。十

一
月
三
日
、
明
治
節
で
あ
る
。
こ
の
日
戦
場
に
お
け
る
最

後
の
祝
日
と
て
石
匣
鎮
本
部
で
は
演
芸
会
の
催
し
が
あ
り
、
各

中
隊
共
夕
刻
ま
で
楽
し
み
帰
隊
し
て
行
っ
た
。丁
度
そ
の
時
刻
、

一
発
の
迫
撃
砲
が
部
落
内
（
中
隊
本
部
）
で
炸
裂
し
た
。
そ
れ

に
続
い
て
何
発
も
の
砲
撃
が
数
を
増
し
負
傷
者
も
出
始
め
た
。

重
機
関
銃
隊
が
部
落
東
北
の
地
に
設
置
さ
れ
た
。
部
隊
本
部
よ

り
の
応
援
で
あ
る
勝
戦
に
威
を
燃
や
す
八
路
軍
は
、
ソ
蒙
軍
と

の
間
に
割
り
込
み
一
部
の
武
装
解
除
を
狙
い
、
漁
夫
の
利
を
得

ん
が
た
め
か
兵
団
全
線
に
わ
た
る
総
攻
撃
を
か
け
て
き
た
。
装

備
も
充
実
し
士
気
も
あ
が
る
彼
等
八
路
軍
は
、
勇
敢
か
つ
頑
強

そ
の
も
の
で
あ
る
。



特
に
石
匣
鎮
本
部
の
攻
撃
拠
点
で
も
あ
る
わ
が
中
隊
の
守
る

■
高
地
に
集
中
攻
撃
を
か
け
て
き
た
。
夜
も
ふ
け
る
頃
高
地
頂

上
の
分
■
が
焼
か
れ
た
。
小
■
全
員
が
火
の
玉
と
な
っ
て
守
り

続
け
た
。
五
十
メ
ー
ト
ル
内
外
の
頂
上
の
争
奪
に
何
回
か
白
兵

戦
が
続
い
た
。
そ
し
て
遂
に
奪
回
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
分

■
員
、
小
■
員
の
奮
闘
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
。

こ
の
日
は
夕
方
か
ら
翌
朝
ま
で
銃
砲
声
が
豆
を
煎
る
よ
う
に

響
き
続
い
て
い
た
。
お
隣
の
第
三
中
隊
の
守
る
大
屯
高
地
も
同

様
に
白
兵
戦
が
あ
り
、
死
傷
者
多
数
で
あ
っ
た
。
十
一
月
三
日

よ
り
五
日
ま
で
死
闘
を
繰
り
返
し
続
け
た
。
私
は
こ
の
戦
闘
に

分
隊
長
と
し
て
参
加
、
重
機
関
銃
の
援
護
を
し
て
白
兵
戦
を
展

開
、
遂
に
敵
を
撃
退
し
た
。
思
い
出
深
い
石
匣
鎮
攻
防
戦
で
あ

る
。
よ
く
ぞ
無
事
に
生
き
て
還
っ
た
も
の
と
感
無
量
、
併
せ
て

多
数
の
英
霊
に
謹
ん
で
深
く
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
。

『
伊
太
利
の
降
伏
』

昭
和
十
八
年
九
月
十
日
頃
、
話
は
さ
か
の
ぼ
る
が
、
一
つ
の

思
い
出
が
あ
る
。
当
時
私
の
所
属
す
る
第
四
中
隊
の
警
備
地
で

あ
り
、
満
支
国
境
「
万
里
の
長
城
」
東
の
起
点
で
あ
る
山
海
関

の
伊
太
利
軍
一
個
大
隊
接
収
を
思
い
出
し
ま
す
。

昭
和
十
八
年
七
月
我
が
独
混
第
八
旅
団
は
河
北
省
南
部
地
区

か
ら
転
戦
し
て
、
冀
東
地
区
即
ち
山
海
関
以
西
万
里
の
長
城
以

南
天
津
付
近
ま
で
の
鉄
道
及
び
重
要
な
炭
鉱
を
含
む
広
大
な
山

岳
地
帯
で
、
増
強
い
ち
じ
る
し
い
中
国
共
産
党
軍
と
寧
日
な
き

戦
闘
を
続
け
て
い
た
。

山
海
関
の
二
つ
駅
西
の
港
町
「
秦
皇
島
鎮
」
に
私
の
第
四
中

隊
が
駐
留
し
討
伐
、
警
備
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

昭
和
十
八
年
九
月
某
日
、
伊
太
利
は
降
伏
を
し
て
、
突
如
同
盟

国
か
ら
日
本
軍
の
敵
国
と
な
り
、
山
海
関
駐
留
伊
軍
一
個
大
隊

の
武
装
解
除
が
我
が
第
四
中
隊
に
下
命
さ
れ
ま
し
た
。

第
四
中
隊
（
隊
長
床
次
中
尉
、
宮
崎
県
出
身
）
の
精
鋭
約
二

個
小
隊
、
重
、
軽
機
、
■
弾
筒
装
備
を
以
て
、
伊
軍
一
個
大
隊

と
の
決
戦
を
覚
悟
し
、
ト
ラ
ッ
ク
四
輌
に
分
乗
し
て
山
海
関
へ

急
進
し
た
。
私
は
当
時
陸
軍
兵
長
で
、
尖
兵
分
隊
長
と
し
て
伊

軍
兵
舎
に
接
近
、
敵
の
抵
抗
に
備
え
て
葡
匐
前
進
に
よ
り
衛
兵

所
前
約
百
メ
ー
ト
ル
に
て
突
撃
態
勢
で
、
敵
情
を
偵
察
し
た
が

ど
う
も
無
人
の
よ
う
で
あ
る
。
勿
論
射
撃
も
し
て
こ
な
い
。
私

は
先
頭
に
立
っ
て
衛
兵
所
へ
進
入
し
た
が
、
軽
機
、
小
銃
数
丁

が
立
て
か
け
て
あ
り
、
室
内
は
ガ
ラ
ン
と
し
て
無
人
、
わ
れ
わ



れ
は
呆
気
に
と
ら
れ
な
が
ら
も
内
心
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

営
庭
を
眺
め
る
と
、
何
と
彼
等
伊
太
利
兵
数
百
名
が
嬉
々
と

し
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
や
っ
て
お
る
。
国
民
性
の
違

い
と
は
い
え
全
く
驚
き
入
り
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
日
本
軍
は
直

ち
に
伊
軍
を
集
合
さ
せ
、
即
時
全
武
器
を
接
収
し
て
彼
等
を
山

海
関
駅
か
ら
貨
車
輸
送
に
よ
り
、
北
京
の
方
面
軍
へ
送
り
つ
け

た
。
伊
軍
の
家
族
た
ち
が
沢
山
出
て
来
て
、
泣
き
叫
ん
で
別
れ

を
悲
し
む
姿
に
胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
伊
太
利
軍
は

ど
う
な
っ
た
か
か
わ
れ
わ
れ
は
知
ら
な
い
。

か
く
し
て
尽
き
ぬ
回
想
に
若
き
青
春
の
年
月
を
委
ね
、
漸
く

五
体
無
事
で
昭
和
二
十
一
年
一
月
二
十
六
日
、

佐
世
保
へ
上
陸
、

一
月
三
十
日
懐
か
し
い
自
宅
に
帰
り
着
い
て
、
母
や
家
族
と
対

面
、
復
員
完
了
し
ま
し
た
。

内
地
帰
還
後
、
東
京
電
灯
へ
復
職
し
、
二
十
三
年
結
婚
、
子

供
三
人
、
孫
七
人
に
恵
ま
れ
、
有
り
難
い
太
平
の
御
世
を
楽
し

ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

戦
争
が
終
わ
っ
て
、
兵
の
、
戦
友
の
、
そ
の
死
が
何
の
意
味

も
な
か
っ
た
な
ん
て
思
い
た
く
な
い
。
こ
の
平
和
は
あ
の
尊
い

血
潮
の
上
に
築
か
れ
た
平
和
で
あ
る
か
ら
。
そ
れ
だ
け
に
な
お

さ
ら
、
大
切
に
し
た
い
。

息
子
達
よ
、
孫
達
よ
。

父
親
の
、
祖
父
の
、
つ
た
な
い
文
章
を
、

戦
争
に
生
き
た
我
々
の
青
春
の
歴
史
を
ど
ん
な
気
持
ち
で

読
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

戦
車
第
三
師
団
工
兵
隊

河

南

作

戦
　 埼

玉
県
　
小
山
正
三
　 

私
は
第
二
国
民
兵
で
し
た
が
、
第
二
国
民
兵
役
も
繰
り
上
げ

兵
役
に
服
す
る
こ
と
に
改
正
に
な
っ
た
新
聞
報
道
の
あ
っ
た
そ

の
日
に
赤
紙
召
集
令
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
当
時
私
は
二
十

九
歳
、
妻
と
子
供
二
人
、
材
木
関
係
の
会
社
に
勤
め
て
い
ま
し

た
。一

期
の
検
閲
ま
で
内
地
の
原
隊
で
教
育
を
受
け
一
等
兵
に
進

級
、
同
時
に
蒙
古
の
包
頭
の
戦
車
第
三
師
団
の
直
協
工
兵
隊
に

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
包
頭
に
駐
留
中
「
ゴ
ビ
」
砂
漠
の
中
の




